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I 研究班の構成
1.班名称.トランスナショナリティ研究
2.代表者:松本誠一
3.構成員.
研 究 員:井沢泰樹，植野弘子，後藤武秀，小林正夫，長津一史，山本須美子 i.度遅暁子
客員研究員:井出弘毅，大畑裕嗣，金 東光，小津康則，末成道男，比嘉佑典，宮下良子
4.概要
当研究班が目標とするのは，東アジア・東南アジアを主な対象として，そこにおける個別エスニ
シティ(民族性)の調査，および文化接触・丈化変容の研究を推進すること。また，アジアの人々
の移動と移動先での定住化および受け入れ社会での葛藤・同化の状況，アイデンテ千テイの様相を
明らかにすることである。このために，文化人類学・社会人類学・教育人類学・環境人類学・法制
史・人文地理学・共生社会学・市民社会論・俗信研究・高等教育論・植民地史などの専門分野の研
究者がそれぞれの視角から研究し学際的に協力して，複雑なアジア社会文化の解明に取り組み寄
与したい。
当研究班では研究所プロジェクトとして「境域アジアのトランスナショナル・コミュニティー一
地域間比較研究の定礎に向けてJ(2008年 4 月 ~2011年 3 月)に続けて，現在「アジア境域におけ
る跨境的生活様式の研究 束アジア・東南アジアの比較J(2011年4月より 3年計画)に取り組
んでいる。また，科学研究費基盤研究 (B)Iトランスナショナル・コミュニテイの地域間比較一一
境域アジアの移住と生活の動態研究」も抱えている。研究所プロジェクトと科研費でメンバー構成
は少し異なる。いずれも所外研究者の協力を得ながら遂行している。
メンバーの研究業績をみると，今後も共同企画を構想、できるので，実現に向けて運んで、いきたい。
以下，今年度研究所プロジェクト，科研費の活動報告，および前研究所プロジェクトの総括報告
を記載する。
E 研究所プロジェクト
1 .概要
「アジア境域における跨境的生活様式の研究一一東アジア・東南アジアの比較J
〈研究期間>2011 (平成23) 年 4 月 ~2014 (平成26)年3月
〈研究代表者〉松本誠一(社会学部教授)
《研究分担者〉井出 弘毅(アジア文化研究所客員研究員)
植野弘子(社会学部教授)
後藤武秀(法学部教授)
小林正夫(社会学部教授)
長津一史(社会学部准教授)
宮下 良子(アジア文化研究所客員研究員)
山本須美子(社会学部教授)
四〈研究経過〉
2011年3月11日に発生した東北地方太平洋沖大地震によりアジア文化研究所も書棚が緩んだ。ま
た，別棟倉庫の 1室を書庫として使用しているが，資料・書籍を入れた箱を積んでいるスチール棚
は倒壊し危険な状態になった。素人が手を出すと倒れかけている棚がさらに崩れる危険が予想さ
l 
れるため，業者による復旧を侠ち，冬になってようやく目途がついた。倉庫に運び込めない資料箱
が研究所室の床を埋めて，書棚の下部を隠したため，文献探しに不便をきたした。
計画停電期間に文京区は予定区域から外れていたが，大規模事業所に協力要請された節電対策に
応じるため，大学としては大いに節電に努めた。その影響で夏季休暇中の登校自粛が呼び掛けられ，
休暇中にアルバイトを継続雇用して資料整理をしてもらう作業は停止した。
放射線量の測定値が都内でもときおり高く報告されることを懸念して，当プロジ、ェクトの最初の
研究集会は8月に釜山と下関で開催した(後掲，松本・井出報告，宮下報告を参照)。
同じく 8月に山本須美子研究員によるシンガポール調査が実施された。 1月に下関・東亜大学東
アジア文化研究所から雇吉城所長を特別講演の講師として招いて，研究フオ}ラムが開催された
(後掲)。
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日本・韓国境域現地調査
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2. 
毅
2011年8月21日-28日
巨済島・釜山・下関・福岡
期間
調査地
本調査の報告の詳細は別途掲載 (9-14頁参照)。
3.シンガポール調査
「中国人留学生による大学の国際化に関する文献収集と聞き取り調査J
須美子本山研究員
2011年8月28日-30日
シンガポール
期間
調査地
8月27日深夜にニューデリーを発ち.28日午前8時半に予定より一時間遅れでシンガポールに到
着。ホテルで休息後，中華街を散策し，シンガポールで最も古い福建系道教寺院である天福宮を訪
れた。
29日14時にJETRO(日本貿易振興機構)シンガポールのオフィスで，所長の前田茂樹氏，椎野
幸平氏と面談した。まずシンガポールの経済状況や最近の大統領選挙結果を含む近年のシンガポー
ル社会の変化についての話を伺った後，人口の4分の1を占めるようになった外国人増加の背景や
現状，高等教育機関における中国人留学生の増加の概要，及びシンガポールの詰め込み教育の特徴
についての情報を得，資料収集をした。
その後，同日16時に国立シンガポール大学のLeeKuan Yew School of Public policyのDr.
Mukul Asherを訪問し 近年の教育政策の変化とこの大学院における中国人留学生の増加につい
て情報を得た。外国人の授業料が自国学生の約3倍(約130万円)であるにもかかわらず，中国人
留学生増加の理由としては シンガポールでは中国語と英語の両方が使えること，奨学金制度が
整っていること，裕福な親を持つ中国人学生が多いこと，公務員として公共政策を学ぶためのカリ
キュラムが整っていること等が挙げられた。また.Dr. Mukul Asherが論文指導を担当する大学院
生の内5分の4が海外留学生であり 指導の実態と直面している問題について率直な話を伺った。
また彼の指導するインドからの留学生の一人に博士論文のテーマも含めシンガポールでの留学生活
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について話を聞いた。その後， Dr. Mukul Asherとリトル・インデイアを訪れ， 24時間営業のイン
ド系スーパー等を見学後，夕食を共にしながら，近年のシンガポールの大学院教育における留学生
の増加について，さらに話を伺った。
30日午前はPeranakanMuseumを訪問し，中国出自の人々と土着の人々との「混血文化」がい
かに東南アジア社会の文化に影響を及ぼしているかについての知識を深めることができた。深夜の
飛行機に乗り， 31日の早朝成田空港に着いた。
今回のシンガポール訪問は短い期間ではあったが，関係者からシンガポール社会変化の中での特
に高等教育機関への中国人留学生の増加について，包括的視点からの情報を得ることができた。こ
れは，筆者が携わっている EUにおける中国人留学生の増加との共通点や相違点を喚起させるもの
であり，とても有意義であった。(山本須美子記)
4.研究所プロジェクトによるフォーラム「跨境コミュニティにおけるアイデンティティの持続と
再編一一東アジアと東南アジアからの展望J
時:2011年1月19日(土)13: 00 -17 : 40
所:東洋大学白山キャンパス3号館2階3205教室
日
場
暁子(研究員)
継男(アジア文化研究所所長)
誠一(研究員)
????
プログラム
進行
開会の挨拶
趣旨説明
セッション 1 東アジアの跨境コミュニティー一国際化とアイデンテイテイの動態
韓国巨済島キリスト教会に見た跨境的生活の実態を通じて一一アイデンテイテイ論再考
井出弘毅(客員研究員)
松本誠一(研究員)
植野弘子(研究員)
日韓境域の島々と「海峡圏」交流一一巨済島属島を中心に
コメント
休憩
セッション2 東南アジアの跨境コミュニティーー開発とアイデンテイテイの動態
開発援助の現場におけるサマのアイデンティティ再構築一一フィリピン・ダパオ市からの事例
青山 和佳(北海道大学大学院・メディアコミュニケーション研究院)
「パジャウ・ラウト」はいかに生成したか一一マレーシア・サパ州の境域における自己表象の動態
長津一史(研究員)
佑記(日本学術振興会特別研究員)鈴木コメント
特別講演
韓国島暁における日本人移住漁村の生成と変化
崖
一一
一一
吉城(東亜大学・東アジア文化研究所・所長)
休憩
総合討論一一跨境コミュニティの動態に関する地域間比較に向けて
モデレーター:山本須美子(研究員)
3 
18: 00から懇親会
その内容は*本研究集会は研究所研究例会，および白山人類学研究会フォーラムとして行われ，
『白山人類学』第15号に掲載予定である。
E 科研費(基盤研究 B)
1 .概要
「卜ランスナショナル・コミュニティの地域間比較一一境域アジアの移住と生活の動態研究j
《研究期間>2009年 4 月 ~2012年 3 月
《研究代表者〉松本誠一(社会学部教授/アジア文化研究所研究員)
《研究分担者〉植野 弘子(社会学部教授/アジア文化研究所研究員)
後藤 武秀(法学部教授/アジア文化研究所研究員)
長津 一史(社会学部准教授/アジア文化研究所研究員)
〈連携研究者〉青山和佳(北海道大学准教授)
赤嶺 淳(名古屋市立大学准教授)
渡遺 暁子(社会学部助教/アジア文化研究所研究員)
《研究協力者〉ジ、ユナエナ・スレハン(マレーシア国民大学准教授)
崖 仁宅(韓国・東亜大学校教授)
???????????????????
2.両岸関係基本法の運用に関する調査
秀武藤後研究員
2011年 8 月 16 日 ~30 日
台湾・台北市，中国・深刻l市
期間
調査地
台湾と中国大陸との聞の人的・経済的往来の基本原則となる両岸関係基本法について，昨年度は
その法的性格および両地区における規定の差異について明らかにした。今年度は，その運用面に関
する状況を解明することを課題として，台湾・中国大陸の葬法において調査と資料収集を行なった。
なお，中国・深ガI[市の韓国人会会長が面談を許可されたので，その時間をもった。
N 前研究所プロジェク卜
昨年度の研究年報掲載報告では， 2010年1月までの研究経過を報告したので，ここでは2010年1
月以降について報告する。
1 .概要
「境域アジアのトランスナショナル・コミュニティー一地域間比較研究の定礎に向けてJ
研究代表者松本
研究分担者
[研究員]植野弘子(社会学部社会文化システム学科・教授)
後藤武秀(法学部法学科・教授)
小林正夫(社会学部社会文化システム学科・教授)
長津一史(社会学部社会文化システム学科・准教授)
山本須美子(社会学部社会文化システム学科・教授)
[客員研究員]井出 弘毅(アジア文化研究所・客員研究員)
誠一(社会学部社会文化システム学科・教授)
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東光(アジア文化研究所・客員研究員)金
(3年計画のうち 3年次日)研究期間 2008(平成20) 年 4 月 1 日 ~2011 (平成23)年3月31日
2.平成22年度研究所プロジェクトによるフォーラム「台湾をめぐる境域J
開催日 2010年11月6日(土)10: 30 -18 : 00 
開催場所東洋大学白山キャンパス 第3会議室 (6号館1階)
プログラム:
趣旨説明
セッション 1 台湾と八重山
報告1I戦後台湾で発足した台湾沖縄同郷会連合会について一一沖縄から台湾に疎開した人々の
引き揚げを例に」 松田 良孝(八重山毎日新聞社)
「琉球列島から台湾への人の移動植民地期からポスト植民地期へ」
松田ヒロ子(日本学術振興会特別研究員/上智大学)
大浜郁子(琉球大学)
弘子(研究員)植野
報告2
コメント
セッション2 台湾と韓国
報告3I対馬海峡から見る台湾と八重山の交流」
報告4I港のコリアン一一基隆・花蓮と下関・福岡を比べて」
コメント
セッション3 台湾の境域のひろがり
報告5Iトンツン(同船)の形成にみる外国籍労働者 台湾東部漁民社会における『大陸漁工』
を中心に」 西村 一之(日本女子大学)
「国際ブローカー婚と再生産の展開一一『台湾』境域拡大のーメカニズム」
横田 祥子(日本学術振興会特別研究員/東京外国語大学)
後藤武秀(研究員)
上水流久彦(県立広島大学)
松本誠一(研究員)
井出弘毅(客員研究員)
報告6
コメント
総合討論
。
台湾をめぐる境域」として掲載した。
科研費(基盤研究B) 平成22年度追補
1 .東南アジア海民の動態に関する植民地資料の収集と翻訳
調査時期:2010年12月 8 日 ~20 日
調査場所:インドネシア・ジャカルタ
調査者:長津一史
在ジャカルタ・インドネシア国立図書館において，植民地期のインドネシア・スラウェシ周辺海
域の社会動態に関するオランダ語史料の収集をおこなった。収集した資料のうち，東ジャワ州カン
ゲアン諸島の海民に関する資料“Bijdragetot de kennis van den Kangean-archipel， medegedeeld 
door J L. van Gennep (Contributions to the knowledge of the Kangean-archipelago. conveyed 
by J L.van Gennepについては，英語翻訳をおこなった。
5 
この内容は『白山人類学』第14号に「特集
V 
2.研究成果に関する講演
開催日:2010年12月30日(木)14: OO~ 17 : 00
開催場所.インドネシア・デイボネゴロ大学アジア研究所 (PusatStudi Asia. Diponegoro 
University) 
テ」マ:Bajo as Maritime Creole (クレオール民族としてのパジョ)
報告者・長津一史
デイポネゴロ大学文化学部歴史学科の YetyRochwulaningsih教授により企画された
lnternational Symρosium on Studies on Remote lslands and the Societies in lndonesian Arch伊elagoIこ招
聴され.Bajo as Maritime Creoleのタイトルで講演を行った。使用言語は英語とインドネシア語。
本報告においては，海民として広く知られるサマ人の，出自と文化実践の面での混靖性を明らかに
し同民族がとインドネシア海域でクレオール民族として生成してきたことを指摘した。
???????????????????
3.研究パネルの組織と研究報告
開催日:2011年1月8日(木)10: 30~ 12 : 00
開催場所:ハサヌデイン大学学長棟 (GedungRektorat. Hasanuddin University) 
テーマ:On Maritime Frontier: A Socio-Ecological Setting and Identity of the Sea Folks in 
Wallacea (海域フロンテイアについて・ウォーラセアにおける海民の社会生態的基盤と
アイデンテイティ)
報告者:長津一史
京都大学東南アジア研究所等主催の TheηhめlotoUniversiかSoutheastAsia Forum: Politics， 
Livelihood and Local Praxis in the Era 01 Decentralization in lndonesia， atHasanuddin University にお
いて. Genealogies of Nusantara: Reconsidering the History. Locus and Identityセッションを組
織した。同セッションは，長津のほか.Dr. Aris Poniman (インドネシア国土地理院BAKOSURTANAL 
教授).Mr. Iwata Go (京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科).Dr. Alex Ulaen (国立
サムラトウランギ大学)で構成され，それぞれがインドネシア境域における海民の社会・文化動態
について成果報告をおこなった。長津は，混j肴的海民が生成する社会生態的文脈を理解するための
試論として.1海域フロンティァ」概念について論じた。同セッションでは，インドネシア海域史
研究の第一人者である AdrianB. Lapian教授(国立サムラトウランギ大学，元インドネシア科学
院研究員)を招聴し各発表に対するコメントを述べていただいた。
4.研究会開催および研究成果報告
開催日:2011年3月26日(土)10: 30~ 18 : 00
開催場所:京都大学東南アジア研究所
テーマ:1東南アジアの海とひと」第5回研究会
長津の企画により，上記研究会を京都大学で開催した。長津のほか，東南アジア海民研究の第一
人者である村井吉敬教授(早稲田大学)など3名の日本人研究者が 国民国家成立以降の東南アジ
アにおける海民の社会・文化動態について論じた。長津はインドネシア束ジャワ州カンゲアン諸島
のサマ人集落におけるフィールドワークを基に. 1インドネシアの海民とグロ}パル・アクタ}
一一一イスラーム，環境，地方自治」のタイトルで発表した。また東南スラウェシ州のパジャウ人を
題材としたドキュメンタリー作品“BeasiswaA La Bajo" (1パジョ流奨学金J.インドネシア語)
を紹介するとともに，同作品の背景となっているインドネシアの周縁的海民と国際開発NGOとの
関係，その社会的意味について解説した。研究会の各報告に対しては，立本成文教授(人間文化研
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究機構)や田中耕司名誉教授(京都大学白眉プロジェクト)による講評がなされた。
VI <研究成果〉
( 1 )学会および口頭発表
植野弘子
. 1 r民俗台湾Jからみえる「日本」 調査方法をめぐってJ.シンポジウム「近代の<日本意識>
の成立 日本民俗学・民族学の貢献昭和初期J.場所:法政大学.2010年12月1日
. 1台湾漢入社会的殖民主義興対「日本」的認識-ー従日本人類学研究来看J(1台湾漢入社会にお
ける植民地主義と「日本」認識一日本における人類学的研究からJ)外来権力(含日本)多層累
積形成的歴史認識 台湾輿旧南洋群島的人類学比較j台北研究会，場所:中央研究院民族学研
究所(台北).2010年12月28日
. 1私の台湾研究 漢民族.1台湾」そして日本J.
学会館.2011年1月29日
. I台湾におけるライフヒストリー研究の課題 文化人類学的手法からj台湾オーラルヒストリー
科研費研究会第1回研究会場所:東京女子大学.2011年2月27日
長津一史 (NagatsuKazufumi) 
・“Bajoas Maritime Creole." Internationα1 Symposium on Studies on Remote Islands and the Societies 
in Indonesian Arch砂elago.at Pusat Studi Asia. Diponegoro University (デイポネゴロ大学アジ
ア研究所) • Semarang. Indonesia. December 30. 2010. 
・“OnMaritime Frontier: A Socio回EcologicalSetting and Identity of the Sea Folks in Wallacea." 
The 7th Kyoto University Southeαst Asia Forum: Politics， Livelihood and Local Praxis in the Era 01 
Decentralization in Indonesia，αt Hasanuddin Universi砂(ハサヌデイン大学).Makassar. Indonesia. 
場所:鶴見大第31回研究会民俗文化研究所
人
January 8. 2011. 
. 1東南アジア海域の社会動態に関する基礎研究一海民の人口移動と生成過程を中心に」平成22年
度共同利用・共同研究拠点「東南アジア研究の国際共同研究拠点」年次報告集会，場所:京都大
学東南アジア研究所.2011年3月25日
. Iインドネシアの海民とグローパルアクター イスラーム，環境，地方自治Jr東南アジアの海
とひと』第5回研究会，場所:京都大学東南アジア研究所.2011年3月26日
. 1映像紹介"BeasiswaA La Bajo" 1パジョ流奨学金J20分，インドネシア語，英語字幕，
Directors: Rosniawanti Fikri Tahir/ Tomy Almijun Kibu. 2010年インドネシア・メトロ TV
Eagle Awards 2010 Cerdas Indonesiaku受賞作品，場所:京都大学東南アジア研究所.2011年
3月26日
井出弘毅
・「日韓境域の現状 対馬・巨済島を中心にJ.
1月22日
( 2)論文等著作物
松本誠一
. 1 transnationalノートJrアジア文化研究所研究年報」第45号.2011年2月28日
・「台湾韓人研究ノートム『白山人類学』第14号.2011年3月
植野弘子
. 1日本統治時期台南之高等女学校生:従生命史観察「日本」経験奥伝統習俗J(陳萱訳).戴文鋒
主編『南踊歴史，社会奥文化III台南県:台南県政府.2010年6月
2011年アジア研究所年次集会，場所:東洋大学，
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-三尾裕子と共編『台湾における<植民地>経験一一一日本認識の生成・変容・断絶』東京:風響杜，
2011年1月
. I台湾の日常と「日本教育」一一高等女学校生の家庭からJ植野弘子・三尾裕子編『台湾におけ
る<植民地>経験一一日本認識の生成・変容・断絶J東京:風響社.2011年1月
・「父系社会を生きる娘一一台湾漢民族社会における家庭生活とその変化をめぐってjr文化人類
学』第75巻第4号.2011年3月
・「序一一〈特集〉台湾をめぐる境域jr白山人類学』第14号.2011年3月
後藤武秀
. I台湾における商事慣習法としての合股j.r東洋通信j第47巻第12号.2011年3月1日
. I台湾.中国大陸両岸交流の基本法制 基本法の紹介を中心としてj.r東洋大学アジア文化研
究所研究年報J第45号.2011年2月28日
. I台湾企業の源流としての合股 『台湾私法』の所説を中心としてj.
究所研究年報j第45号.2011年2月28日
山本須美子
・「フランスの中等教育における中国系新移民の受け入れの現状jr東洋大学社会学部紀要』第48-
1号.2010年12月
(3)その他
松本誠一
イ研究所プロジェクト「境域アジアのトランスナショナル・コミュニティー一地域間比較研究の
定礎に向けて.1j. r東洋大学アジア丈化研究所研究年報』第45号.2011年2月28日
植野弘子
. I台湾をめぐる境域」フォーラム(白山人類学研究会・東洋大学アジア文化研究所「境域jプロ
ジェクト共同開催)をコーディネート，司会.2010年11月6日，場所:東洋大学
小林正夫
. I地理資料
井出弘毅
. I研究所プロジェクト『境域アジアのトランスナショナル・コミュニティー一地域間比較の定礎
に向けてJ計画による『日韓境域』調査j.r東洋大学アジア文化研究所研究年報]第45号.2011 
年2月28日
. I活動紹介
『東洋大学アジア文化研
???????????????????
ネパ}ルを支える国外への労働力移動jr新地理J第58巻第3号.2010年12月
松本誠一)
『白山人類学j第14号. 2011年3月
(文責
8 
日韓境域の現状一一対馬を中心にj.
七
宙研究所プロジェクト「アジア境域における跨境的生活様式の研究一一東アジア・東南アジアの
比較j計画による韓国・巨済島調査，および釜山・東盟大学校，下関・東E大学における「日韓
境域文化jワークショップ開催 ジ
期間:平成23年 8 月 21 日 ~28 日
出張先.大韓民国(巨済市，釜山広域市).下関市
アジア丈化研究所研究員
客員研究員
松本誠
井出弘毅
今回は，韓国・巨済島(コジェド)の長老派キリスト教会と，巨済島と日本との関わりを中心に
調査を行なった。そのためこれまでの調査で定宿としていた島の中心地である古牒(コヒョン)で
はなく， 日本に近い側の港の 1つである長承浦(チャンスンポ)をベースにした。
また釜山の東亜大学校と下関の東亜大学において，それぞれ中間報告としてのワークショップを
共同開催することができた。両大学はたまたま同名であるだけで，相互に関係は無い。
なお客員研究員の宮下良子氏は，本報告中では下関のワークショップのみ参加した。宮下氏の報
告(後掲)でワークショップに関する部分は重複しているが，宮下報告でより詳しく報告されてい
るのでそのまま掲載した。
調査日程は以下の通りである。
8月21日
空路釜山に入札金海国際空港からパスにて巨済島の古牒経由で、長承浦に向かった。
8月22日
長承浦港周辺を調査。その後巨済丈化院を再訪し院長から玉浦(オッポ)大勝記念祭典の
DVD及び関連資料を入手。
8月23日
植民地時代の神社跡と思われる場所にある仏教寺院を訪問。住職から寺の起源についてなどお話
をうかがう。その後，市立図書館にて文献調査。午後，キリスト教会の長老宅へ向かい聴き取り調
査を行なう。
8月24日
最も対馬に近い只心島(チシムド)に船でi度以島内を調査。日本式家屋など植民地時代の名残
も数多く見られた。
8月25日
ア
境
域
お
け
る
跨
境
的
生
活
様
式
の
研
究
古牒経由にてパスで釜山に移動。午後，東亜大学校・富民キャンパスにて「日韓境域の人と文化J= 
ワークショップを開催。
8月26日
空路福岡へ移動。下関の日本の境域に関わるいくつかのスポットを調査。
9 
ムノ、
8月27日
下関の東亜大学にて「日韓境域の人と文化」ワークショップを開催。
8月28日
下関のコリアンタウンであるグリーンモール商庖荷を調査。福岡市内のコリアン関連スポットを
いくつか回り，空路羽田空港へ帰着した。
8月21日から24日まで巨済島調査.25日に釜山にてワークショップ開催.26日から28日まで下関
調査及びワークショップを開催した。
巨済島には財閥系の2大造船所があり 島民の4人に 1人はこれらの関連会社で働いている。島
内人口も増加しており，不景気な本土とは逆に，韓国内でも最も景気の良い場所の 1つとなってい
る。
昨年12月13日に完成した巨加大橋(コカテッキョ)を今回初めて利用した。昨年までは釜山の沿
岸旅客ターミナルからの船による渡航か，道路を大回りするルート(最も朝鮮半島と巨済島との距
離の近い巨済大橋・新巨済大橋経由)の2つであ
り，所要時間は前者が約50分，後者が約3時間で
あった。それがこの百加大橋の完成により，釜山
から車で約50分，金海国際空港からもパスで1時
間弱と，大変便利になった。これに伴い釜山との
航路は廃止となり，今回の調査でも長承浦港の沿
岸旅客船ターミナルの閑散とした様子を見ること
ができた(写真①)。航路が廃止になったにもか
かわらず建物自体は開いていたため，入ってしば
らく内部を観察していると，韓国人の女性2人が
「誰もいないのか」と言いながら入ってきた。す
ると 1人の韓国人男性がどこからか出てきて，
「只心島行きの船の発着場はここではなくてあっ
ちだJと案内していた。
???????????????????
[巨済島]釜山との運行が停止し閑散と
した長承浦沿岸旅客船ターミナル
写真①
長承浦港周辺を中心に，かつての日本の植民地時代の神社跡だとされる場所を探した。昔の日本
の神社跡だとされる場所付近には現在寺院が建っており，その寺を訪問し住職からいろいろと話
を聴くことができた。ただしこの場所に寺が建立されたのは割と最近のことであり(事実建物や施
設等はかなり新しいものであった).この辺りの言説にも再検討が必要である。その後巨済市立図
書館を訪問し，郷土史資料などを閲覧・コピーした。
巨済丈化院を再訪し玉浦大勝 (1592年，玉浦で李舜臣らの朝鮮軍船が日本軍船数十隻を撃沈し
たこと)を記念する祭典の模様を収録した DVDや関連書籍をいくつか頂くことができた。この祭
典は今年で48回を数え，巨済市内で最も大きなイベントであるとのことだ。意義はともかく昔の日
本との関連における行事であり，これだけ続いているということも大変興味深いものである。
次に，昨年まで調査してきている長老派キリスト教会の長老宅を訪問し長老とその夫人から海
外布教を中心にしたお話を詳細に聴くことができた。牧師夫妻は今年安息年(サパーテイカル)で
あり，我々が訪問する期間はちょうどヨーロッパ旅行中とのことで，事前に牧師にお願いして長老
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五
への聴き取り調査へと変更しておいた。長老からは，主として教会における長老の役割についてお
話頂いた。特に子ども達の海外留学は当然という長老の考え方を聴いて，跨境的生活の 1つの事例
であると思われる。
???????????????????
昨年の調査では対馬から釜山・巨済島を見ることができたが，これまで釜山・巨済島から対馬を
見ることはできていなかった。そのため，滞在中は天気が悪かったものの，いくつかのポイントか
ら見ることを試みた。長承浦港を一望できる巨済文化芸術会館の上に登ったり(写真②)，直娘距
離でもっとも近いと思われる只心島(チシムド)に渡り東南方向を見てみたが(写真③)，残念な
がら今回も見ることはできなかった。地元の方に聞くところでは，夏よりは冬の方が見えるという
ことである。しかし島内にはいくつかの植民地時代の史跡があり日本式家屋などもいくつか見るこ
とができた(写真④⑤)。また島の北部海岸付近からほぼ真南方向に島影が認められた(写真⑥)。
それはかなり大きな三角形をした島で，方向的にはちょうど五島列島になるが，対馬と比べて約2
倍の距離があるため見えるとは考えにくい。ちなみに Googleマップにもこの島の存在は出ていな
かった。帰着後いろいろと調べたところ，おそらく紅島(ホンド)と呼ばれる島ではないかと思わ
れる。この島はカモメの一大繁殖地であり，保護
のため今年の3月まで10年の間一般人の立ち入り
が禁止されていた。
[巨済島]只心島にある対馬の方向を示
す石。
写真③
[巨済島]芸術劇場から長承浦の港を望
む。正面には本来は対馬が見えるロケー
ションであるが今回は全く見ることはで
きなかった。
写真②
四
[巨済島]只心島の日本式家屋。電燈所
長宅であった。
写真⑤[巨済島]只心島(チシムド)の日本式
家屋。現在は民宿として利用されている。
写真④
巨済を離れる前にどうしても確認しておきた
かったことがあった。それは2007年の科研費調査
(崖古城氏)の報告書にあった神社の鳥居が破壊
され階段として使われているという場所のことで
ある。地元の方に聞いて探したところ，ある場所
にたどり着いた。そこで報告書の写真と比べてみ
たところ，明らかに同じ場所であることが分かっ
た(写真⑦⑧)。その参道である道路脇には今で
も日本式家屋など植民地時代の名残をいくつも見
ることができた(写真⑨)。ここはかつて入佐村
と呼ばれた日本人村の跡である。昨年調査時に長
承浦の書屈の庖主から聴いたところでは，かつて
の日本村は火災のためもう残っていないとの話で
あったが，名残を確認できたのは大きな収穫で
あった。
[巨済島]只心島の北東端から南方向を
望む。中央やや右に三角形の大きな島が
見える。おそらく紅島(ホンド)だと忠
わnる。
写真⑥
???????????????????
[巨済島]階段横に昔の神社の鳥居を切
断し石材として再利用されていた。
写真⑧
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[巨済島]糠民地時代の神社への階段。写真⑦
一
一
???????????????????
25日に高速パスにて釜山へと向かい，東亜大学
校の富民キャンパスにて「日韓境域の人と丈化」
ワークショップを開催した(写真⑩)。共同研究
者の崖仁宅氏(東亜大学校)や，釜慶大学校の社
会言語学者，韓国の多文化家族や在日コリアンを
研究している大学院生達，そしてたまたま韓国に
来ていてソウルからわざわざ駆けつけてくれた立
命館大学コリア研究センター長も同席した。ワー
クショップでは「日韓境域研究の時代区分と『跨
境人』のタイプについてJ(松本誠一:東洋大学・
アジア文化研究所)， i巨済島のキリスト教会に見
るトランスナショナルなあり方J(井出弘毅:東
洋大学・アジア文化研究所)の2つの報告を行
なった。崖仁宅氏は多忙のため残念ながら今回は
報告されなかったが，韓国のキリスト教会が海外
布教を行なう理由についてなど意見交換ができ大
変有意義で、あった。
{巨済島]階段を背にすると，かつての
日本人村(入佐村)の道。当時をしのば
せる日本式家屋も多く見られた。
写真⑨
一一一一
26日に釜山から空路福岡へと入り，鉄道にて下
関へと移動，下関市内の境域に関する史跡をいく
つか訪問した。下関は大陸への玄関口で、あり，昔
から多くの人・モノが行き来する場所であった。
日清戦争終結のための講和会議の開かれた日清講
和記念館など，いくつかの境域に関するスポット
を回る中で，偶然朝鮮通信使の碑文を見つけた
(写真⑪)。
翌27日には下関の東亜大学・東アジア文化研究
所と東洋大学・アジア文化研究所との共催による
「日韓境域の人と文化」ワークショップを開催し
た(写真⑫)。東亜大学の束アジア文化研究所は，
今年4月に発足したばかりであり，崖吉城氏が所
長を務める。今回のワークショップが研究所発足
後初めての研究会であった。
ワークショップでは， i日韓境域研究の回顧と
展望一引き上げと証言J(雇吉城氏:東亜大学・
束アジア文化研究所所長)， i日韓境域研究の時
代区分と『跨境人JのタイプについてJ(松本誠
一:東洋大学・アジア文化研究所)， i日朝聞の人
の移動をめぐる諸論点J(木村-健二氏:下関市立
大学)， i日本統治時代における巨丈島の景観J(犠
永和貴氏:東亜大学)， i日韓境域における観光移
動一過去と現在 J (李良姫氏:束亜大学)， i巨
[釜山]8月25日，東亜大学校・官民キャ
ンパスにおいて「日韓境域の人と文化」
ワー クショップを開催。
写真⑩
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[下関]朝鮮通信使の碑。写真⑪
済島のキリスト教会に見るトランスナショナルな
あり方J(井出弘毅東洋大学・アジア文化研究
所)の各発表があり，その後参加者全員による活
発な総合討論が行なわれた。そこでは韓国の家族
が職業や教育のために国際的に分散している現象
をトランスナショナリズムと言えるかどうかや，
むしろ単身赴任など国内的な現象の延長線で考え
るべきか，など移住や移民などの用語との関連に
おいて様々な意見が活発に交換された。最後に宮
下良子氏(東洋大学・アジア文化研究所)による
コメントがあり，全体として大変有意義なものと
なった。
[下関] 8月27日，東亜大学において東
洋大学・アジア文化研究所と東亜大学・
東アジア文化研究所との共催で「日韓境
域の人と文化」ワークショップを開催。
写真⑫
???????????????????
下関駅前のグリーンモール商庖街の入り口に立
つ釜山門(写真⑬)からいわゆるコリアンタウン
が始まる。この商庖街では，ポッタリチャンサ
(担ぎ商いの行商人)が韓国から安く買って持っ
てきた物品をお庖が買い取っている。
28日早朝には，下関国際旅客タ}ミナルにて釜
関フェリーの到着を待ち，乗客の様子を観察し
た。その後福岡における韓国に関係するスポット
をいくつか訪問し現状調査を行なった。
今回の調査によって日韓の境域に位置するいく
つかの場所を調査できたこと，そして何よりも釜
山と下関という日韓の歴史上重要な場所において
2つのワークショップが開催できたことは非常に
有意義で、あった。今回得られた調査データを整理
し今後ともさらに精綾な調査研究を継続して行
なう予定である。
[下関]コリアンタウンであるグリーン
モール商居街入口の釜山門。
写真⑬
井出弘毅)
唖研究所プロジェクト「アジア境域における跨境的生活様式の研究 東アジア・東南アジアの
比較J計画による調査・活動報告
一一下関市の在日コリアンおよび韓国・釜山市における日本からの引揚者を対象として一一
(文・写真
子
〈調査概要〉
研究所プロジェクト「アジア境域における跨境的生活様式の研究一束アジア・東南アジアの比較」
研究の遂行にあたり，本年度は下関と釜山の境域にまたがるコリアンたちの生活誌/史を収集する
べく，主に聞き取り調査を中心に実施した。下関市の調査に関しては，東亜大学の屋古城氏，議永
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良下宮アジア丈化研究所客員研究員
一一
???????????????????
和貴氏の協力を得，すでに2010年から個人研究として開始している。その目的は，かねてより多く
のコリアンたちが初めて日本に到着した港が下関であり，当地域が在日コリアンの重要な発祥地で
あるという認識からである。従って，報告者の在日コリアン研究の体系的構築につなげるべく，彼
ら/彼女らへの聞き取り調査を開始する中で，彼らの多くが釜山港から渡ってきたという経緯に着
目していた。日本の韓国併合，植民地支配という歴史的背景のもと，多くのコリアンたちが海峡を
越え来日し終戦前後に本国に「帰国することができた」者と「帰国することができなかった」者
を生じさせた。つまり，その重要な地理的分岐点が釜山一下関の境域なのである。
下関の調査にあたっては，地域住民との関係性の構築を基盤とした上で，本年度はより多くの彼
ら/彼女らのライフヒストリーの収集に主力を置いた。今回の調査対象者は40歳代から70歳代の7
名である。
また，釜山の調査に関しては， 日本在住の経験があり，第二次世界大戦前後に海域を越え，釜山
に帰国したヲ|き揚げ者を中心に聞き取り調査を行った。その目的は，大戦前後に韓国に戻ることが
できなかった多くのコリアンが，一時的な滞在だと思って住みはじめたところが下関であったとい
う多くの語りから，下関に留まり在日コリアンとなった者たちと下闘を経由し釜山に戻ったコリア
ンの生活世界を通した自己形成の比較検討をすることにある。
釜山における調査対象者は，任意あるいは徴用(強制連行)によって渡日し，下関，仙崎あるい
は博多から釜山へ引き揚げた70歳代から80歳代の8名である。任意の調査対象者は全員，釜山に拠
点を置く「通訳会(仮名称)Jのメンバーである。
。
〈ワークショップ〉
上記の個別調査以外に下関市の東亜大学/束アジア丈化研究所と本アジア文化研究所共催の
「日韓境域の人と丈化」ワークショップが東亜大学において開催された。各報告は以下の通りであ
る。まず，開会のあいさつとして，程古城氏の「ポストコロニアルと引き上げと証言」についての
発表があり，①松本誠一氏(東洋大学，アジア文化研究所)の「日韓境域研究の時代区分と『跨境
人』のタイプについて」の報告をはじめとする，②「日本帝国圏内の人口移動と戦後の還流，定着」
(木村健二氏，下関市立大学).③「日本統治時代における巨丈島の景観J(議永和貴氏，東亜大学). 
④「日韓境域における観光移動一過去と現在一J(李良姫氏，東亜大学).⑤「巨済島のキリスト教
会に見るトランスナショナルなあり方J(井出弘毅氏，東洋大学アジア文化研究所)の各事例に沿っ
た「境域jにおける人と文化の移動を伴うあり方についての報告で、あった。
まず，桂古城氏の報告は，人類史上におけるはじめての国際化やグローパリゼーションというも
のは植民地政策に端を発しているとし現在は民族移動時代であるが，しかし植民地と後期植民
地ということは政治的統治の支配と解放が交差しただけであるという内容であった。そして，①松
本氏の報告では. I跨境人」に関する概念として， トランスナショナル・ファミリー(跨境家族)• 
modified extended family (修正拡大家族)と modifiednuclear family (修正核家族)• 
internationalとtransnational等の分類提示がなされた。②木村氏の報告は， 日朝間における人の
移動をその出身地と現地社会との関係について分析したものである。主に山口県出身の日本人に焦
点をあて，特に商人の朝鮮への進出が多かったことをあげている。@磯永氏の報告は，韓国・巨丈
島の明治末年から大正期と昭和10年代との島民構成の比較であった。下関出身の日本人によって開
発が進められた当時は朝鮮人の居住はなかったが，昭和に入ると島の南東に集住が見られるように
なったということである。 喧李氏の報告は，対馬における戦後から現在に至る観光というものに焦
点をあて，日本人側，韓国人側相互の意識の相違を分析したものであった。日本人側の多くは韓国
人観光客を雇用拡大，経済活性化の要因と考え，韓国人観光客は対馬観光のマンネリ化，交流の場
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が少ないことに批判的である等。⑤井出氏の報告では，韓国・巨済島には大宇と三星の2大造船所
があり，人口の24%が造船業に従事しているということである。そして. 1910年に巨済J教会が設
立され.2010年には韓国との共通点が多くあるとの理由から南インドにも教会を設立したというこ
とであるが，地理的背景からみてもその布教活動は極めてトランスナショナルなものである。
以上が各報告の内容であるが，報告者はコメントおよびワークショップ全体の進行を務めた(開
催日:2011年8月27日)。
9 月 24 日 ~28 日(但し，調査費は個人負担). 9 月 19 日 ~22 日
〈調査期間〉
2011年 8 月 26 日 ~28 日，
出張先:
下関市，韓国・釜山市
翌日の東亜大学でのワークショップの打
〈調査スケジュール〉
ワークショップ:
8月26日
下関の宿泊先にて，松本誠一氏，井出弘毅氏と合流し，
ち合わせをする。
???????????????????
コメンテーターとして
8月27日
東亜大学にて開催された「日韓境域の人と文化」ワ}クショップに司会，
参加する。
8月28日
下関駅周辺のコリアタウンを巡検し東京に帰着。
下関市:
9月19日
空路北九州空港に到着し小倉に向かう。小倉から下関市へ行き，インフォーマントのA氏と
K氏にインタビューをする。 A氏は50歳の在日コリアン二世の男性で.K氏は1980年代後半，下
関市に渡日した48歳女性のニユ」カマ}である。
9月20日
下関市の在日本大韓民国民団山口県地方本部でインフオ}マントの男性2名，女性3名の計5名
にインタビューをする。男性は60歳代が1名. 70歳代が1名で，女性は3名とも70歳代である。
9月21日
帰路に着くために北九州空港へ行くが，台風14号のため東京への便が欠航となる。急、逮.]R小
倉からの新幹線に変更するが，静岡あたりの電線が台風の影響で停電ということで新大阪止まりと
なる。大阪市西成区泊。
。
九
9月22日
午前中の新幹線の運転再開は危ぶまれたが，無事]R新大阪から東京へ帰着。
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韓国・釜山市:
9月24日
成田空港から韓国・釜山市の金海国際空港に到着し，パスで釜山駅に向かう。宿泊先のホテルに
て，釜山の共同調査者であるヨンサン大学の星永鏑氏，学生アシスタントの呉恵瀞氏に会う。程氏
は韓国において，日帝強占下強制動員調査および太平洋戦争被害者等支援委員会のメンバーであ
り，今回のインフォーマントとのコーディネートのすべてを引き受けてくださった。 25日から27日
の3日間のスケジ、ユー ル石在認を行う。
9月25日
① 午前7時20分にホテルを出て，釜山駅から地下鉄1号線で久瑞洞駅へ向かう。 8時に星氏，
呉氏，そして大阪市立大学の釜山出身の大学院生Zさんと待ち合わせる。呉氏と Zさんには
今回の報告者の調査のアシスタントとして25日から27日までサポートしてもらった。それか
ら， 8時30分にインタビューをする B氏に会うため，屋氏の車で牛岩洞のB氏の自宅に向か
う。 B氏は男性で現在， 86歳。 18歳のときに徴用(強制連行)で山口県の宇部へ行き， 1945年
に釜山へ帰国する。
② 11時にアポイントをとっている C氏に会うために，機張郡に移動する。喫茶屈で話を伺う
ことになっていたが，あいにく定休日だったので近くの食堂に場所を変える。 C氏は男性で現
在84歳， I通訳会(仮名称)Jの会長である。日本で生まれ，福島県，東京都に居住する。 1945
年に釜山から慶尚南道ヘヲ|き揚げる。 C氏の夫人も同伴だったこともあり，普で昼食を共にす
る。
③ 午後2時に会う約束の D氏との待ち合わせは，海雲台(写真 1)のカフェである。 D氏は
男性で現在， 83歳。日本で生まれ， 1946年に引き揚げ船で釜山から蔚山へ帰国する。
開発の進むi毎雲台観光特区(筆者撮影)
④ 午後4時に待ち合わせをしていたE氏は，男性で現在83歳。徴用で山口県へ行った人であ
るが，蓮山駅近くの交番前で待ち合わせた、ったが，約束の時間に来なくて連絡もつかなかった
ことから，崖氏が後日会うことになった。
写真1
?
?
?
9月26日
① 午前9時に地下鉄3号線の美南駅の「待ち合わせ広場」でF氏と待ち合わせる o F氏は男
性で現在， 79歳。静岡県熱海市で生まれる。 1945年2月に下関から関釜連絡船で釜山へ引き揚
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げる。現在. I通訳会」の副会長をしている。駅近くの食堂で皆と昼食をとる。
② 午後3時からインタビューの予定だった G氏が急速，夫人の病気のためキャンセルとなる。
報告者は空いた時間を利用し 一人で釜山駅周辺を巡検した。
9月27日
① 午前10時に久瑞洞駅で共同調査者の桂氏たちと待ち合わせ.10時30分にH氏にインタビュー
するために崖氏の車で釜山南区図書館へ行く。ここは，通訳会の主な活動拠点である。 H氏は
女性で現在.81歳。東京都板橋区で生まれ. 1946年1月に仙崎から釜山へ帰還船に乗って引き
揚げる。インタピユ}後，図書館の食堂で皆と昼食をとる。
② 同じく，釜山南図書館にてI氏と12時30分に待ち合わせる。 I氏は女性で現在. 78歳である。
東京で生まれ，深川区の国民学校に通ったという。 1945年3月9日の空襲で父，兄夫婦が亡く
なり. 1945年11月に下関から連絡船に乗って釜山へ引き揚げる。 I氏の昼食がまだのようだ、っ
たので，図書館の食堂での食事に皆で同伴した。その後，次のインフォーマントに会うために
図書館を出ょうとすると，通訳会の活動日ということで約50名ほどのメンバーが集まってお
り，会長にあいさつに伺うと，皆の前でスピーチをしてほしいと頼まれた。突然だ、ったが，皆
の前で報告者の自己紹介と今回の調査の目的を簡単に話させてもらった。数人の方々からの質
問を受け，ほとんどの方に暖かく迎え入れていただいた。次回のインタビュ}にはぜひ応じた
いと積極的な方もいた。
③ 午後3時30分に待ち合わせのJ氏に会うために，温泉場交差路へ移動する。 J氏は男性で現
在.82歳である。全羅道の南原出身で1944年9月の15歳のときに徴用の令状をもらう。その後，
山口県宇部市の炭鉱に行く。そして. 1945年7月に釜山に帰国する。朝鮮戦争にも従軍する。
④ すべての聞き取り調査が終了し，午後5時から釜山大学の研究者たちと大学のそばの 02
Cinema Cafeの会議室で研究会を聞く。そこで，報告者のこれまでの下関の在日コリアン調査
の中間報告をした。
???????????????????
9月28日
金海国際空港から成田空港への帰路に着く。
〈成果と課題〉
今回の下関の在日コリアンへのインタビューは，在日一世もしくは高齢者に焦点をあてた調査と
いうことで，コーデイネータ」の方に尽力いただいた。それは，一世の高齢者が少なくなっている
現状から，彼らの貴重な生活誌/史を可能な限り早期に収集する必要性があるからである。しかし
民族団体等の仲介であったために，その団体関係者がインフォーマントであるなど，かなり人選が
限られていた。その他の40歳代.50歳代の2名は，報告者の知人であり比較的若い世代ではあるが，
今後各年代層の聞き取りを収集する予定であるので，その一環として位置づけることができると考
える。下関の在日コリアンに関しては，大小のコリアンコミュニテイがあり，その形成過程や解消
過程への注目が必要であり，同時に地方都市下関市の歴史自体も視野に入れ，地域社会の中でどの
ように在日コリアンおよびコミュニティが併存しているのかを社会史的な視点で考察することも今
後，重要な課題である。
また，釜山における日本からのヲ|き揚げ者は，今回協力していただいた通訳会のメンバーだけで
も少なくとも50名はいるので，今後も引き続き聞き取りを重ね量的調査を視野に入れたいと考えて
いる。
18 
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